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施
設
案
内

中
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

℡ 

０
６
・
６
９
９
１
・
０
３
１
８

場
市
役
所
地
下
１
階

中
部
コ
ミ
セ
ン
フ
リ
マ

内 

家
庭
の
不
用
品
ま
た
は
、
手
作
り
品
な
ど

の
掘
り
出
し
物
を
探
し
に
き
て
ね
。
目
玉

ブ
ー
ス
の
出
店
も
あ
る
よ
。

時
11
月
28
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場 

中
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
体

育
室

異
文
化
体
験
ト
ル
コ
ガ
ラ
ス
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ホ
ル
ダ
ー
作
り

内 

ト
ル
コ
ガ
ラ
ス
を
使
っ
て
世
界
で
一
つ
だ

け
の
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

時 

12
月
４
日（
土
）ま
た
は
25
日（
土
）

　
①
午
前
の
部   

午
前
10
時
〜
正
午

　
②
午
後
の
部   

午
後
２
時
〜
４
時

¥
１
３
０
０
円

定
各
先
着
12
人

申 

電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
応
募
フ
ォ
ー
ム
、
来
館
の
い
ず
れ
か

申 

11
月
２
日（
火
）か
ら
受
け
付
け

知
っ
て
お
く
べ
き
防
災
講
座

〜
防
災
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
防
災
力
を
高
め

よ
う
〜

内 

危
機
管
理
室
協
力
の
も
と
、
地
震・
家
事

な
ど
の
災
害
に
備
え
た
防
災
知
識
や
、
安

全
に
行
動
す
る
た
め
の
心
構
え
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
と
大

切
な
人
を
守
れ
る
防
災
力
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
！

時
11
月
８
日（
月
）午
後
２
時
〜
３
時

対
幼
児
か
ら
小
中
高
生
お
よ
び
大
人

講
市
役
所   

危
機
管
理
室

定
先
着
24
人

備 

小
学
校
以
下
は
保
護
者
同
伴

「
今
す
ぐ
活
用
で
き
る
」自
己
分
析
の
基
礎
講

座内 

自
分
の
知
ら
な
い
一
面
を
掘
り
下
げ
、
人

生
の
中
の
大
小
問
わ
ず
重
要
な
決
断
を
後

悔
の
な
い
も
の
に
し
て
も
ら
う
た
め
の
講

座
時
11
月
14
日（
日
）・20
日（
土
）・21
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

講 （
株
）リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ   

中
谷
輝
久
氏

¥
５
０
０
円   

定
各
先
着
８
人

申 

電
話
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー
ム
、

来
館
で
受
け
付
け
中

東
部
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

℡ 

０
６
・
６
９
０
２
・
５
５
０
０

場
大
久
保
町
１－

南－

27－

６

親
子
の
あ
そ
び
座
＠
ヒ
ガ
シ

時
11
月
11
日（
木
）午
前
10
時

対
幼
児
と
保
護
者

講 

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
東
地
区
福

祉
委
員
会

定
先
着
30
組   

申 

当
日
受
け
付
け

く
ら
し
と
防
災

内 

身
近
な
災
害
や
防
災
公
園
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座

時
11
月
16
日（
火
）午
前
10
時
〜
11
時

講
市
役
所   

道
路
公
園
課・危
機
管
理
室

定
先
着
15
人

申 

11
月
２
日（
火
）〜

や
っ
て
み
よ
う
！
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
！

内 

広
島
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
。
一
緒
に
体
験
し

ま
し
ょ
う
。

時
11
月
27
日（
土
）午
後
１
時
〜
３
時

講
サ
ン
ト
ク
ラ
ブ   

定
先
着
10
人

備 

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
の
で
き
る
室
内

用
靴
、
タ
オ
ル
、
水
分

申 

11
月
３
日（
水・祝
）〜

庭
窪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

℡ 

０
６
・
６
９
０
２
・
０
５
８
０

場
佐
太
中
町
１－

６－

45

淀
川
の
面
白
い
話

内 

淀
川
に
係
る
歴
史
だ
け
で
な
く
、
淀
川
特

有
の
自
然
環
境
な
ど
を
面
白
く
学
び
ま
す
。

　

 

座
学
の
後
、
近
く
の
淀
川
を
観
察
す
る
予

定
で
す
。

時
11
月
６
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午
ご
ろ

講 

道
場
明
子
氏（
淀
川
管
内
河
川
レ
ン

ジ
ャ
ー
）

定
先
着
15
人   

備 

動
き
や
す
い
服
装

申 

電
話
ま
た
は
来
館
で
事
前
予
約

初
め
て
の
水
墨
画（
墨
彩
画
）体
験
講
座

内 

水
墨
画
は
、
墨
の
濃
淡
と
余
白
の
芸
術
と

い
わ
れ
ま
す
。
筆
の
運
び
、
墨
色
の
出
し

方
か
ら
学
ん
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
水
墨

画
の
世
界
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
講

師
が
わ
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

時 

11
月
14
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
講 

前
田
泰
弘
氏（
大
阪
市
生
涯
学
習
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
成
人   

定
先
着
８
人

持 

書
道
道
具（
持
っ
て
い
な
い
人
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

備 

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
額
に
入
れ
て
持
ち

帰
り
可

庭
窪
絵
本
の
広
場
〜
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

内 

季
節
に
合
っ
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ・
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

時
11
月
26
日（
金
）午
前
10
時
30
分
〜
11
時

講 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
わ

く
わ
く

対
乳
幼
児
〜（
大
人
も
大
歓
迎
）

定
先
着
15
人
程
度   

申 

当
日
受
け
付
け

骨
折
予
防
に
つ
い
て
学
ぼ
う（
骨

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
予

防
と
転
倒
予
防
）

内 

食
事
と
骨
粗
鬆
症
予
防
の
関
係
や
転
倒
を

防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
運
動
な
ど
を
合

わ
せ
て
学
び
ま
す
。

時 

11
月
30
日（
火
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

講 

松
下
記
念
病
院
の
管
理
栄
養
士
と
理
学
療

法
士
の
先
生

定
先
着
18
人   

備 

動
き
や
す
い
服
装

申 

電
話
ま
た
は
来
館
で
事
前
予
約

育
児
相
談

　
「
あ
え
る
」で
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
保
健
師
、
助
産
師
、
保
育
士
な

ど
の
専
門
職
が
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
疑
問
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
遊
び
の
広
場「
も
り
ラ
ン
ド
」に
も

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

時 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分（
月
〜
土
曜

日
）

あ
な
た
も
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

里
親
相
談
会
の
開
催

時 

11
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
市
役
所
１
階   

市
民
会
議
室
１
０
１
号
室

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
え

る
」掲
示
ス
ペ
ー
ス
に
て
里
親
制
度
の
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間　
11
月
19
日（
金
）ま
で

問 

大
阪
乳
児
院   

里
親
支
援
機
関   

お
む
す

び（
大お

お
く句・柏か
し
わ
ぎ木

）

℡
０
９
０
・
２
５
９
９
・
３
１
０
８

あ
え
る

℡ 

０
６・６
９
９
５・７
８
３
３

場
市
役
所
３
階

児童虐待防止推進月間

　児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
　通告は義務、秘密は守ります。児童虐待の早期発見には、
地域の皆さんからの通告がとても重要で、すべての国民に対
し速やかに通告することが、法律によって義務付けられてい
ます。通告は匿名で行うことも可能で、通告者や内容に関す
る秘密は守られます。
　通告は子どもを虐待から守るだけでなく、子育てに悩みや
負担を抱える養育者を助けることにもなります。
虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときや、自身が出
産や子育てに悩んだときは、連絡してください。 
　虐待は親などが子どもに対して次の行為をすることです。
【身体的虐待】
　殴

なぐ
る、蹴

け
る、叩

たた
く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけど

を負わせる、溺
おぼ
れさせる、しつけによる体罰など

【性的虐待】
　子どもへの性的な行為、性的行為を見せる、ポルノグラ
フィーの被写体にするなど
【ネグレクト】
　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自
動車の中に放置する、重い病気になっても病院に連れて行か
ないなど
【心理的虐待】
　言葉による脅

おど
し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子

どもの目の前で家族に対して暴力をふるう（ドメステｲック・バ
イオレンス＝ＤＶ）など
問子育て世代包括支援センター家庭児童相談
℡06-6992-1655
問府中央子ども家庭センター   ℡072-828-0161
問児童相談所虐待対応ダイヤル24時間対応
℡1

いちはやく
89   通話料無料

市長もオール大阪・オール守口で取り組んでいます。

Navigation施設案内・掲示板


